
  

学校だより ３月号  令和６年２月２９日 

大津市立雄琴小学校  児童数２７７名 

心豊かでたくましい子どもの育成             

雄琴っ子の合い言葉  「あなたも わたしも 大切に」 ONE TEAM OGOTO 

                          

 

 ～今年度最終の学習公開への参加ありがとうございました～ 

春の訪れを感じる 3月がやってきました。春になれば桜の花が

咲き、新しい季節の息吹が学校中に広がります。この時期は１年

のしめくくりの活動や学びの機会に満ちた特別な時期です。本校

では今年度、教育のユニバーサルデザインの推進を行うため、授

業・教室環境・集団づくりに力を入れて学習意欲を高める取り組

みを進めてまいりました。授業を参

観していただいて、一年間の子どもたちの成長ぶりを実感してい

ただけたことかと思っています。本当に一年は早いものです。学

校生活は、その場その場で喜びや悔しさなど心動かす出来事の連

続です。集団の場で色々な経験をし、人間的に成長してくれた一

年であったと確信しています。 

明日は、「６年生を送る会」を行います。５年生が中心になり、１年生から５年生までの在校

生が、趣向をこらした感謝とお祝いの気持ちを伝える行事です。 

集団での活動ができるようになった今年度、最高学年の６年生は、運動会をはじめ、学校生活

でリーダーとなり、「学校の顔」として期待に応える活躍をしてく

れました。また、今年入学した３３名の１年生も学校生活にも慣

れ、あどけなさの中にも落ち着きと自信あふれる言動が増えてきま

した。２年生から５年生も色々な経験や学習をする事により学年の

発達にふさわしい成長が見られます。いよいよ今年度もラストスパ

ート。“卒業”モードに入っていきます。 

 

２月１６日 

 地域、保護者、校園の代表に集まっていただき、第４回学校運

営協議会を開催し、学校評価委員会の結果や学校夢プロジェクト

の取組、地域の学区社協からおごとキッズ作戦会議（寺子屋プロ

ジェクト事業）の取組について報告がありました。夢プロジェク

トは、６年生代表が会議で雄琴紹介の動画について説明してくれました。今年度は、創立１５０

周年イベントをはじめ、学校、保護者、地域が協力してＯＮＥ ＴＥＡＭで取り組み、その成果

が子ども達の笑顔として表れました。この会議のご意見を参考に次年度構想を行います。 



 

 

日 曜 行　事　予　定　 日 曜 行　事　予　定　

1 金 6年生を送る会 13 水 卒業式予行練習

2 土 日吉ブロック春の集会 15 金
給食終了、卒業式前日準備（５年生以外は給
食後下校）、幼稚園卒園式

4 月 委員会 18 月 卒業証書授与式（1～４年家庭学習）

5 火 全校５時間授業（～3/14） 19 火 全校３時間授業

6 水 町別児童会、教育相談日（午前） 20 水 春分の日

7 木 代表委員会 21 木 全校３時間授業

12 火 中学校卒業式 22 金 修了式（全校３時間授業）

 

 

  

    

 

3/25（土）～4/7（日）春休み ４月の主な行事予定 

4/8日（月）始業式、入学式、１１時１０分頃下校 

10日（水）給食開始（２年生以上）10日～１2日（金）１年３時間・２～6年４時間授業、１５日（月）１年給食開始 

23日（火）～26日（金）個別懇談会 

 

第４７回 「わたしと人権」 標語の部 

特選 ５年 原内 愛音さん 「おたがいを支え合うのがワンチーム」 

学年代表作品  

６年 杉本 七海さん 「いつまでも 心にのこる ありがとう」 

６年 鈴木 ゆのかさん 「大切に みんなの色を 理解しよう」 

４年 近藤 壱哉さん 「心がね 「キケンキケン」と よびかける」 

３年 横井 葵さん 「だいすきだ そのひとことで 元気になる」 

２年 上田 凜々子さん 「なわとびで おうえんされて 心がはずむ」 

１年 山本 夕紗さん 「たすけあい ひとりひとりが スーパーマン」 

 

第 19回 しきなみ子供短歌コンクール 

入賞佳作 ２年 武田 栄信さん  

「おとうとが あるきだしたよ よちよちと ぼくにまだまだ おいつけないよ」 

 

日吉ブロック春の集会「わが家のルールづくり」運動 

雄琴小学校代表 ６年 杉本 七海さん  

（３月２日(土) 日吉ブロック春の集会の実践作文の発表会で、発表してくれます。） 

近江懐石清元 総料理長、雄山荘 総

料理長、琵琶湖グランドホテル 総料

理長、びわ湖花街道 執行役員料理

長、大塚比叡山荘 副料理長等の先生

をお迎えし、「旨味を味わう出前授

業」を行っていただきました。（びわ

湖放送、京都新聞、朝日新聞、中日新

聞、読売新聞でも紹介されました。） 

 

 


